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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

１
月
28
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
け
な

か
っ
た
『
新
春
の
集
い
』
を
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
清

掃
会
館
近
く
の
「
焼
鳥
す
い
け
ん
」。

　

佐
藤
副
会
長
の
司
会
で
開
会
し
、
丹

野
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し

て
、
東
京
清
掃
坂
部
副
委
員
長
、
自

治
退
都
本
部
楠
田
会
長
（
江
戸
川
区

退
）、
都
庁
退
小
林
会
長
（
首
都
整
備

環
境
退
）
と
セ
レ
モ
ア
の
長
嶋
部
長

か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

庄
司
前
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
懇
親

に
入
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
だ
か
ら

か
、
ま
あ
盛
り
上
が
る
こ
と
、
エ
ン

ド
レ
ス
に
な
り
か
ね
な
い
ほ
ど
で
し

た
の
で
、
司
会
を
戸
枝
事
務
局
長
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
少
々
強
引
に
「
お

楽
し
み
会
」
に
切
替
え
て
、恒
例
の
「
参

加
者
の
ひ
と
こ
と
」。
規
制
が
入
ろ
う

が
お
構
い
な
し
の
長
～
い
ひ
と
こ
と

も
あ
り
、
よ
く
ま
あ
こ
ん
な
に
豊
富

な
話
題
が
出
る
の
か
と
感
心
し
つ
つ
、

大
爆
笑
の
連
続
で
し
た
。

　

続
い
て
「
長
寿
の
お
祝
い
」、
傘
寿

以
上
の
方
と
今
年
喜
寿
を
迎
え
る
方

（
３
年
分
の
喜
寿
）
に
記
念
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

３年ぶりに「新春の集い」
３
年
ぶ
り
の
せ
い
？
大
盛
況

小田原・曽我別所梅林にて

よ
う
や
く
開
催
で
き
ま
し
た

※
２
面
へ
続
く
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今
年
の
「
開
運
お
楽
し
み
会
」

は
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」。
グ
ル
ー

プ
戦
で
選
抜
さ
れ
た
７
人
の
福
男
・

福
女
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
で
一
番

福
か
ら
七
番
福
ま
で
を
決
め
、
順

に
景
品
を
手
に
。
結
構
マ
ジ
な
闘

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
勿

論
、
参
加
者
全
員
に
福
が
あ
り
ま

し
た
。
お
土
産
付
き
は
ち
ょ
っ
と

し
た
も
の
で
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

参
加
者
は
来
賓
を
含
め
28
人
、

会
場
は
ほ
ぼ
満
杯
に
。
最
後
は
丹

野
会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
。
今
年
も
、
参
加
者
を
は
じ
め
、

全
会
員
・
家
族
が
明
る
く
元
気
に

過
ご
せ
よ
う
祈
念
し
ま
し
た
。

丹野会長主催者挨拶
東京清掃　　
坂部副委員長

自治退都本部
楠田会長

都庁退関口事務局長　小林会長( 株 ) セレモア石田係長　長嶋部長

庄司前会長「かんぱ～い」

開運ジャンケン大会予備戦７人の福男・副女決戦（結構マジ？）

ご夫妻で参加いただいた小澤さん

この笑顔はナニ？

懇親会～出だしは静かな雰囲気だったけど・・・

段々エンドレスぎみに・・・

今年も明るく元気に、団結ガンバロウ

「長寿」「喜寿」お祝い　　　　　
＊プレゼンターは東京清掃門田書記

なにがいいかなあ / 景品選びは迷うよね
一番・二番・三番福男のみなさん
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　コロナで３年挫折した
小金井公園「お花見ウォ
ーキング」を行います。
　武蔵小金井駅から武蔵
野の雰囲気を感じながら小金井公園まで歩
き（歩くのが苦手な方はバス利用可）、小金
井公園の「桜の園」などを散策、広場でシー
トを敷いて大宴会という趣向です。
　天気が良ければ最高のお花見になるで
しょう。気軽にお出かけください。

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2023 年２月

学習交流会

▼開催日　３月 28 日（火）
▼場　所　小金井公園
　　　　　10 時 30 分 / 武蔵小金井駅集合
▼宴　会　桜の木の下にて車座で
▼参加費　５００円
　※「江戸東京たてもの園」見学はフリー

▼開催日　３月 11 日（土）
▼テーマ　自民党改憲草案徹底批判
　　　　　＋現下の政治情勢と課題
▼講　師　加藤晋介さん
　　　　　（元・鉄建公団訴訟主任弁護士）
▼時　間　13 時 15 分開会
▼参加費　５００円（懇親会を実施する場合）
▼募　集　今月中に申込みください。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
が
心
配
で
し
た

が
、
３
年
ぶ
り
に
『
演
芸
を
楽
し

む
会
』
を
行
え
そ
う
で
す
。

　

国
立
演
芸
場
２
月
中
席
は
、
古

典
の
名
手
金
原
亭
馬
生
（
13
日
の

演
目
は
「
芝
浜
」）
と
、
芝
居
噺
・

怪
談
噺
の
第
一
人
者
林
家
正
雀
の

競
演
で
す
。
こ
り
ゃ
あ
楽
し
み
ダ

　先月お知らせしたように、今年も『会員
の近況２０２３』を発行します。日常のでき
ごとや健康、趣味、現在関わっている運動、
社会に関すること、今考えていることや興
味をお持ちのことなど、何でも結構です。
　詩歌や写真など得意な文芸ものも是非お
寄せください。誌面交流ができればと…。

「近況報告」をよろしく

　締切は２月 10日、報告集発
行は３月初めです。みなさん
の投稿をお待ちしています。

ア
っ
て
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

国
立
演
芸
場
は
、
老
朽
化
に
伴

う
建
替
え
で
こ
の
秋
に
は
閉
鎖
に

な
る
た
め
、
退
職
者
会
主
催
行
事

と
し
て
は
「
さ
よ
う
な
ら
公
演
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
申
込
み
は
ま
だ
可
能
で
す

が
、
公
演
３
日
前
か
ら
人
数
変
更

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
至
急
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
馬
生
と
正
雀
競
演

﹁
演
芸
鑑
賞
会
﹂
参
加

申
込
み
閉
切
り
間
近

２
月

13
日

﹁
演
芸
を
楽
し
む
会
﹂
案
内

▼
開
催
日　
２
月
13
日
︵
月
︶

▼
寄　
席　
﹁
国
立
演
芸
場
﹂

　
　
　
　
　
２
月
中
席

▼
時　
間　
13
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
現
地
集
合

▼
参
加
費　
５
０
０
円

３月11日

　軍事大国化へ突き進む中、９条改憲の危機、
「新しい戦前」が目前に迫っているようです。
　改憲阻止へ向けて、元・鉄建公団訴訟主任
弁護士の加藤晋介さんが切り口鋭く自民党改
憲草案を徹底批判します。元気が出る講演を
聞き、これからの闘い方をみんなで考えてみ
ませんか。仲間もさそって参加ください。

３月 28 日 小金井公園

満開の桜の下にて
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マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調

整
は
、
現
役
世
代
の
手
取
り
収

入
に
対
す
る
年
金
給
付
比
率

（
年
金
の
所
得
代
替
率
）
50
％

を
概
ね
の
目
安
（
19
検
証
で

は
61
・
７
％
）
に
、
年
金
保

険
料
収
入
の
範
囲
内
で
年
金

給
付
を
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
終
了
し
ま
す
。
公
的
年
金

保
険
加
入
者
が
増
え
れ
ば
平

準
化
が
早
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2023 年２月
　

厚
生
労
働
省
は
、
１
月
20
日
、

23
年
度
年
金
額
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
規
裁
定
者
（
67
歳
以
下
）
で
、

夫
婦
二
人
の
標
準
例
で
は
月
額

４
８
８
９
円
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
「
22
年
度

平
均
全
国
消
費
者
物
価
指
数
」
は

２
・
５
％
で
し
た
。
一
方
、「
名
目

手
取
り
賃
金
変
動
率
」
は
、
過

去
３
年
平
均
の
実
質
賃
金
変
動
率

０
・
３
％
＋
前
年
の
物
価
変
動
率

２
・
５
％
＋
と
可
処
分
所
得
割
合
変

化
率
０
．０
％
で
２
・
８
％
で
し
た
。

　

年
金
額
改
定
ル
ー
ル
は
、
賃
金

と
物
価
の
変
動
に
応
じ
た
６
つ
の

パ
タ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

（
下
図
参
照
）。「
名
目
手
取
り
賃
金

変
動
率
と
物
価
変
動
率
が
と
も
に

プ
ラ
ス
で
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
が
上
回
る
」
場
合
、下
図
の
「
パ

タ
ー
ン
①
」
が
適
用
さ
れ
て
、
新

規
裁
定
者
（
67
歳
以
下
）
は
賃
金

新
規
裁
定
者
（
67
歳
以
下
）
２・２
％

既
裁
定
者
（
68
歳
以
上
）
１・９
％
引
き
上
げ

（
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
積
残
し
分
０
・６
％
減
）

「マクロ経済スライド」とは
　「年金被保険者数の増減」と「平均余
命の伸び」に基づきスライド調整率を
設定し、年金改定率から控除して支給
額を抑制することにより、将来的な年
金の給付水準を確保する仕組み。
●23年度指数

＊公的年金被保険者数の変動率（0.0％、
　2019 ～ 21 年度平均）＋平均余命の
　伸び率（△ 0.3％、定率）
　＝スライド調整率マイナス０．３％
＊昨年までの積み残し分（デフレで 21
　年度△ 0. １％、22年度△ 0. ２％）　
　＝積残し計マイナス０．３％
＊あわせてマイナス０. ６％の抑制
●デフレ時の適用

＊ 21・22 年度のように年金改定率が
　ゼロ以下の場合、マクロ経済スライ
　ド調整率による引下げを行わず、引
　上げになる年度まで積み残し（キャ
　リーオーバー）される。

賃
金
も
物
価
も
上
昇
し
増
額
改
定

年
金
加
入
者
拡
大
が
課
題

■年金額改定ルール ( 賃金・物価スライド )
　　　※ 2021 年４月より見直し適用

23年度
年金額

既 裁

物 価

新 裁

既 裁

物 価 賃 金 新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価

賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

賃 金

物価上昇率

年金額の改定（スライド）のルール

①
②

③

④
⑤

⑥

新裁…新規裁定者（67歳以下の方）
既裁…既裁定者（68歳以上の方）

賃
金
上
昇
率

参考資料

変
動
率
（
２
・
８
％
）

が
、
既
裁
定
者
（
68
歳

以
上
）
は
物
価
変
動
率

（
２
・
５
％
）
が
用
い
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
調
整
率
23

年
度
指
数
の
マ
イ
ナ
ス

０
・
３
％
に
、
昨
年
ま

で
の
積
み
残
し
分
マ

イ
ナ
ス
０
・
３
％
の
計

０
・
６
％
分
が
減
額
調

整
さ
れ
る
た
め
、

▽
新
規
裁
定
者
（
67
歳

　

以
下
）
２
・
２
％

▽
既
裁
定
者
（
68
歳
以

　

上
）
１
・
９
％

「新規裁定者」「既裁定者」とは

　厚生年金の支給年齢引上げ（60歳→
65 歳）など大改訂した 2000 年年金改
革により、賃金スライドだった年金額
改定方式は物価スライドに変更されま
した。賃金変動率より物価変動率の方
が低かったからです（現在は賃金と物
価の変動に対応よる６パターン制）。
　新規に年金を受給する場合、賃金を
ベースに算出されるので、新規裁定者
は賃金スライドが採用されますが、賃
金スライドは３年間の平均値なので、
67歳までを新規裁定者とする仕組みに
なっています。

の
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

※
５
面
に
続
く
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東京清掃労働組合退職者会機関紙　2023 年２月
　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給

す
る
「
在
職
老
齢
年
金
」
は
、

年
金
と
賃
金
の
合
計
月
額
（
年

額
の
12
分
の
１
）
が
47
万
円
を

上
回
る
と
、
賃
金
増
加
分
の
半

分
相
当
の
年
金
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
支
給
停
止
調
整
額
は
、

法
に
よ
り
名
目
賃
金
の
変
動

に
応
じ
て
改
訂
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
23
年
度
は

１
万
円
ア
ッ
プ
し
て
48
万
円

に
な
り
ま
す
。

▼
在
職
老
齢
年
金
の

支
給
停
止
調
整
額
は

23
年
４
月
か
ら　
　

１
万
円
増
48
万
円
に

■マクロ経済スライドによる調整ルールの見直し（2018 年４月より適用）

　

19
年
の
財
政
検
証
で
、
被
用

者
年
金
保
険
適
用
拡
大
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
被
用
者
保
険
適
用

の
事
業
所
規
模
は
100
人
で
す

が
、
24
年
10
月
か
ら
50
人
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
な

る
適
用
範
囲
拡
大
へ
向
け
て
、

企
業
規
模
の
制
約
撤
廃
が
必

要
で
す
。
25
年
が
次
の
年
金
制

度
改
定
期
で
す
。
全
て
の
労
働

者
に
年
金
保
険
適
用
を
！

　

福
島
原
発
事
故
に
よ
り
発
生
し

た
放
射
能
汚
染
土
を
、
公
共
事
業

や
農
地
に
再
生
利
用
す
る
た
め
の

実
証
実
験
が
、
新
宿
御
苑
で
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
と
り
寝
耳
に
水

　

新
聞
を
み
て
初
め
て
知
�
た

　

１
月
24
日
、
新
宿
区
民
を
中
心

に
『
新
宿
御
苑
へ
の
放
射
能
汚
染

土
持
ち
込
み
に
反
対
す
る
会
』
が

結
成
さ
れ
、
早
速
、
１
月
29
日

に
新
宿
御
苑
新
宿
門
前
で
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

12
月
に
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
新
宿
１
丁
目
と
２
丁

目
の
住
民
に
限
定
し
、
周
知
も
不

徹
底
だ
っ
た
た
め
、
20
数
名
し
か

参
加
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

安
全
性
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い

　

実
験
の
中
止
を
強
く
求
め
る

　

な
ぜ
、
新
宿
御
苑
か
、『
会
』
の

メ
ン
バ
ー
は
、
福
島
の
土
は
安
全

だ
と
い
う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
、
全
国
各
地
へ
な
し
崩
し

的
に
拡
大
す
る
た
め
の
象
徴
的
な

実
験
だ
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

持
ち
込
ま
れ
る
汚
染
土
は
８
千

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
下
、
環
境
省
は

安
全
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、

被
曝
し
な
い
と
い
う
保
障
は
な
く
、

線
量
の
測
定
方
法
等
も
不
明
瞭
で

す
。『
会
』
は
、
同
様
の
計
画
が
浮

上
し
て
い
る
所
沢
の
市
民
等
と
も

連
携
し
、
環
境
省
だ
け
で
な
く
、

都
や
区
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

エ
�
新
宿
御
苑
に
放
射
能
汚
染
土
が
持
ち
込
ま
れ
る
?!
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１
月
24
日
、
東
京
都
退
職
者
協

議
会
（
都
退
協
、
都
労
連
に
対
応

す
る
退
職
者
組
織
）
の
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
社

会
保
障
と
私
た
ち
の
運
動
」、
講
師

は
地
公
退
事
務
局
長
の
川
端
さ
ん
。

幹
事
会
後
の
学
習
会
で
し
た
の
で
、

少
し
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
以
降
の
具
体
的
な
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
の
年
金
改
革
（
25
年
）
に
向

け
た
財
政
検
証
は
24
年
。
前
回
改

正
（
20
年
）
の
宿
題
は
、
①
基
礎

年
金
に
不
利
な
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
見
直
し
、
②
被
用
者
年
金
保

険
適
用
拡
大
、
③
職
業
生

活
の
多
様
性
に
応
じ
た
年

金
受
給
の
在
り
方
、
④
高

所
得
者
の
年
金
給
付
の
在

り
方
と
な
っ
て
い
る
。

　

12
月
16
日
、
社
会
保
障
審
議
会

医
療
保
険
部
会
が
６
件
の
発
表
。

①
出
産
育
児
一
時
金
を
42
万
円
か

ら
50
万
円
に
引
上
げ
、
後
期
高
齢

者
に
も
負
担
し
て
も
ら
う
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
創
設
以
前
は
高

齢
者
も
負
担
し
て
い
た
か
ら
と
。

②
高
齢
者
負
担
率
見
直
し
＝
現
役

世
代
の
人
口
減
少
と
高
齢
者
の
増

加
に
伴
う
現
役
世
代
の
負
担
率
過

多
是
正
へ
、
現
役
世
代
の
支
援
金

と
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
一
人
当

た
り
伸
び
率
が
同
じ
に
な
る
よ
う

に
負
担
率
の
設
定
方
法
を
見
直
す
。

③
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
賦
課
限

度
額
を
現
行
の
66
万
円
か
ら
80
万

円
に
引
上
げ
。（
激
変
緩
和
措
置
付
）

④
保
険
料
の
均
等
割
と
所
得
割
の

比
率
を
現
行
の
１
対
１
か
ら
48
対

52
程
度
に
改
め
る
。
低
所
得
者
の

保
険
料
負
担
増
を
緩
和
。

⑤
現
役
並
所
得
の
判
断
基
準
見
直

し
、
⑥
負
担
へ
の
金
融
資
産
・
金

融
所
得
反
映
は
引
き
続
き
検
討
。

　

社
会
保
障
は
集
め
て
配
る
仕
組

み
。
労
働
運
動
を
弾
圧
し
た
一
方

で
ビ
ス
マ
ル
ク
は
資
本
家
に
「
資

本
主
義
の
最
大
の
受
益
者
は
君
た

ち
だ
か
ら
、
半
分
払
え
」
と
労
使

折
半
制
度
を
納
得
さ
せ
た
。

　

62
年
の
社
会
保
障
審
議
会
答
申

で
「
社
会
保
障
に
お
け
る
応
能
負

担
は
財
源
調
整
面
に
限
る
。
給
付

を
受
け
る
段
階
で
自
己
負
担
率
に

差
を
設
け
る
の
は
社
会
保
障
の
理

念
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
し
た
。
こ

の
原
則
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
。

　

負
担
へ
の
金
融
資
産
狙
い
に
対

し
、「
換
金
性
の
あ
る
資
産
全
て
を

含
め
る
べ
き
」
と
主
張
し
て
い
る
。

債
券
等
除
外
は
金
持
ち
優
遇
策
だ
。

　
『
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
』

等
に
、
竹
中
平
蔵
流
弱
肉
強
食
派

と
対
立
し
た
「
再
配
分
派
」
官
僚

が
多
く
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

構
築
会
議
の
下
部
機
関
『
公
的

価
格
評
価
検
討
会
議
』
で
21
年
12

月
に
福
祉
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

提
案
、
こ
れ
ま
で
労
働
者
に
還
元

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
人
件
費
の

可
視
化
を
求
め
る
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
医
療
、
介
護
、
保
育
・

幼
児
教
育
、
障
害
者
福
祉
事
業
な

ど
は
市
場
の
外
に
置
く
べ
き
だ
。

社会保障と私たちの運動
東京都退職者協議会学習会

　
『
財
政
審
議
会
』
等
の
指
摘
に

よ
り
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保

険
部
会
で
７
項
目
が
検
討
さ
れ

て
き
た
が
、
先
送
り
と
な
っ
た
。

▼
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
24
年
４
月
）
に
向
け
て
検
討
す

る
課
題
＝
①
１
号
保
険
料
（
65

歳
以
上
）
負
担
の
在
り
方
、
②
現

役
並
所
得
（
３
割
負
担
）、
一
定
以

上
所
得
（
２
割
負
担
）
の
対
象
拡

大
、
③
介
護
医
療
院
等
の
多
床
室

室
料
負
担
、▼
第
10
期（
27
年
４
月
）

に
向
け
て
検
討
す
る
課
題
＝
④
ケ

ア
マ
ネ
プ
ラ
ン
作
成
料
の
有
料
化
、

⑤
軽
度
者
へ
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
支
援
事
業
化
、
▼
引
き

続
き
検
討
課
題
＝
⑥
老
人
保
健
施

設
・
介
護
医
療
院
の
部
屋
代
・
食

事
料
な
ど
自
己
負
担
導
入
、
⑦
被

保
険
者
の
範
囲
（
現
在
の
40
歳
以

上
を
健
保
対
象
者
全
体
に
拡
大
）。

　

先
送
り
に
な
っ
た
の
は
、
今
年

行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
を
考
慮
し

た
と
見
ら
れ
る
。

講師の川端さん

年
金
制
度
改
正
の
課
題

介
護
保
険
検
討
７
項
目

高
齢
者
医
療
保
険
の
課
題

ビ
ス
マ
ル
ク
と
社
会
保
障
制
度

社
会
保
障
に
お
け
る
応
能
負
担

社
会
保
障
制
度
と
市
場
原
理
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●
10
年
前
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

　

10
年
前
の
１
月
27
日
、
沖
縄
県

内
41
市
町
村
の
首
長
ら
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
普
天
間
配
備
や
辺
野
古

新
基
地
建
設
撤
回
を
求
め
た
政
府

宛
『
建
白
書
』
提
出
の
前
日
、
銀

座
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、

大
動
員
さ
れ
た
右
翼
か
ら
「
売
国

奴
」「
日
本
か
ら
出
て
行
け
」
な
ど

の
罵
詈
雑
言
が
浴
び
せ
ら
れ
ま
し

た
。
翌
年
知
事
に
な
る
翁
長
氏
ら

が
も
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、

右
翼
の
罵
声
よ
り
銀
座
を
歩
く
大

多
数
の
市
民
の
無
関
心
さ
で
し
た
。

こ
れ
が
、「
沖
縄
の
民
意
を
日
本
の

民
意
へ
」
と
、『
オ
ー
ル
沖
縄
』
結

成
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
た
。

●
政
府
は
沖
縄
の
民
意
に
応
え
よ

　
『
建
白
書
』
か
ら
10
年
、
沖
縄
で

は
、
選
挙
等
数
々
の
意
思
表
示
に

よ
り
「
辺
野
古
撤
回
」
の
民
意
が

示
さ
れ
続
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
政
府
は
「
沖
縄
の
民
意
と
日

本
の
民
意
は
違
う
」
と
、
一
顧
だ

に
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

１
月
27
日
、
寒
い
雨
の
中
、
10

年
前
と
同
じ
く
日
比
谷
集
会
と
銀

座
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会

に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た

玉
城
沖
縄
知
事
は
、
県
民
の
思
い

を
顧
み
な
い
政
府
を
批
判
し
、「
激

し
い
戦
争
を
経
験
し
た
沖
縄
だ
か

ら
こ
そ
県
民
は
平
和
を
暮
ら
し
の

　

１
月
19
日
、『
改
憲
反
対
19
日
行

動
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例

の
集
会
で
す
が
、
新
年
初
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
国
会
前
に
寒
風
が

吹
き
抜
け
る
な
か
、
約
千
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
戦
争
準
備
の
た
め

の
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対
、
ア
メ

リ
カ
言
い
な
り
の
岸
田
首
相
批
判
、

沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
た
辺
野
古

新
基
地
建
設
は
許
せ
な
い
な
ど
の

意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

■
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
、

民
間
へ
の
攻
撃
に
ロ
シ
ア
に
対
す

る
非
難
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
攻
撃
は
戦
争
の
当
然

の
本
質
で
あ
り
、
日
本
に
よ
る
中

国
へ
の
侵
略
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の

日
本
へ
の
攻
撃
で
も
、
東
京
大
空

襲
や
原
爆
等
の
よ
う
に
、
民
間
人

虐
殺
が
あ
り
ま
し
た
。戦
争
に
な
っ

て
か
ら
、
戦
争
の
ル
ー
ル
を
提
起

し
て
戦
争
の
仕
方
を
変
え
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

■
国
会
無
視
す
る
岸
田
は
ヤ
メ
ロ

　

政
府
は
国
会
閉
会
中
に
安
全
保

障
三
文
書
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
、
国
会
を
開
催
し
て

国
民
に
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
ア

メ
リ
カ
に
行
き
大
統
領
に
約
束
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
も
日

本
の
政
治
家
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■
防
衛
費
突
出
予
算
は
許
せ
な
い

　

23
日
か
ら
始
ま
る
国
会
で
は
、

生
活
を
支
え
る
た
め
の
予
算
は
微

増
あ
る
い
は
項
目
に
よ
っ
て
は
減

額
さ
れ
る
の
に
対
し
、
防
衛
費
の

み
が
大
幅
に
増
額
と
な
る
と
い
う
、

と
ん
で
も
な
い
予
算
案
が
出
て
き

ま
す
。
安
全
保
障
三
文
書
の
撤
回

を
求
め
、
声
を
結
集
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。（
岡
澤
徹
記
）

「
建
白
書
」
か
ら
10
年　
　
　

沖
縄
の
民
意
を
無
視
す
る
な
！

軍
拡
反
対
！
安
保
三
文
書
撤
回
へ
声
の
結
集
を

原
点
と
固
く
信
じ
て

い
る
」
と
訴
え
ま
し

た
。
辺
野
古
新
基
地

反
対
！
政
府
は
沖
縄

の
民
意
に
応
え
よ
！
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「
退
職
者
会
」
は
主
に

　

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
・
退
職
者
の
生
活
は
、

年
金
・
医
療
・
健
康
保
険
・
介
護

保
険
等
の
社
会
保
障
制
度
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
を
決
め
る
政
府
と
交
渉
し
た

り
、
政
府
の
諮
問
会
議
等
に
声
を

反
映
で
き
る
唯
一
の
退
職
者
組
織

が
「
退
職
者
会
」
で
す
。

は
、
労
働
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
、
現
役
の
「
応
援
団
」
で
す
。

　

ほ
ぼ
毎
月
親
睦
行
事
開
催

　

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

　

会
員
の
親
睦
を
深
め
る
活
動

を
猛
暑
期
除
き
ほ
ぼ
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。
旅
行
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
お
花
見
、
新
年
会
、
懇

親
会
、
落
語
鑑
賞
会
な
ど
で
す
。

　

再
任
用
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
退
職
者
会
の
準
会
員
で

し
た
。
再
任
用
が
終
了
し
た
後

は
、
改
め
て
正
会
員
へ
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
退

職
者
会
に
残
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2023 年２月

東京清掃　
江森委員長

戸枝退職者会
事務局長

鬼木まこと
参議院議員

東京清掃2023団結旗開き

今
度
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん　

退
職
者
会
に
残
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

日帰り親睦旅行 / みさき まぐろ満喫ツアー / 城ヶ島にて
（2022 年 10 月） 　

生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保
障

制
度
は
平
和
で
な
け
れ
ば
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
平
和
を
希

求
す
る
運
動
・
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
自
身
の
問
題
で

す
。
子
・
孫
の
世
代
に
平
和
な
社

会
を
残
す
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
は
、
労
働

者
の
賃
金
水
準
な
ど
に
よ
り
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。「
退
職
者
会
」

　

東
京
清
掃
の
『
23
新
春
団
結
旗

開
き
』
が
、
１
月
19
日
に
連
合
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旗
開
き
は
、
引
続
く
コ
ロ
ナ
禍

を
考
慮
し
、
昨
年
同
様
、
飲
食
抜

き
の
集
会
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

江
森
東
京
清
掃
委
員
長
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
染
自
治

労
都
本
部
委
員
長
、
籠
谷
特
区
連

書
記
長
、
野
中
全
労
協
事
務
局
長
、

戸
枝
退
職
者
会
事
務
局
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
講
演
は
、
昨
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
自
治
労
組
織
内
候

補
と
し
て
当
選
し
た

鬼
木
ま
こ
と
さ
ん
が

行
い
ま
し
た
。

　

鬼
木
さ
ん
は
、「
岸

田
政
権
は
、
大
臣
辞

任
ド
ミ
ノ
の
ダ
メ
ー

ジ
を
抑
え
る
こ
と
に

汲
々
と
し
、
国
民
へ

の
説
明
責
任
を
放
棄

し
続
け
て
い
る
。
統

一
教
会
被
害
の
救
済

新
法
も
立
憲
等
野

党
が
つ
く
ら
せ
た
。
国
民
の
声
を

集
め
る
と
政
策
を
変
え
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
公
務
員
労
働
者
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
維
持
に
頑

張
っ
て
き
た
が
、
政
治
を
変
え
、

地
方
を
元
気
に
す
る
た
め
に
も
今

年
の
統
一
地
方
選
挙
は
重
要
だ
。

一
方
、
岸
田
は
安
保
三
文
書
を
国

会
に
諮
ら
ず
閣
議
決
定
し
、
ア
メ

リ
カ
に
ミ
サ
イ
ル
爆
買
い
を
約
束

し
た
。
武
器
で
抑
止
は
で
き
な
い
。

果
て
は
核
武
装
に
つ
な
が
る
。
自

治
労
は
、
意
に
反
し
て
戦
争
協
力

さ
せ
ら
れ
た
戦
前
の
反
省
に
立
ち
、

反
戦
平
和
の
運
動
を
進
め
て
き
た
。

頑
張
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

今
年
も
集
会
形
式
で
開
催

統
一
地
方
選
の

必
勝
を
！

（写真は東京清掃提供）


